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香
川
県
と
農
畜
産
業
に
つ
い
て

　

私
ど
も
百
十
四
銀
行
の
本
店
所
在
地
、
四
国
・
香
川

県
は
、
全
都
道
府
県
の
な
か
で
最
も
面
積
が
小
さ
い
県

な
が
ら
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
恵
ま
れ
た
温
暖
な
気
候

や
美
し
い
島
々
、
そ
し
て
、
最
近
で
は
「
う
ど
ん
県
」

と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
讃
岐
う
ど
ん
が
全
国
的
に
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
降
水
量
が
少
な

い
こ
と
も
香
川
県
の
特
徴
で
あ
り
、
讃
岐
平
野
に
は
今

で
も
１
万
４
千
箇
所
を
超
え
る
多
く
の
た
め
池
が
存
在

す
る
な
ど
、
慢
性
的
な
水
不
足
が
大
き
な
問
題
で
し
た

が
、
吉
野
川
を
水
源
と
す
る
香
川
用
水
が
昭
和
４９
年
に

完
成
し
て
以
降
、
水
事
情
は
大
幅
に
改
善
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
、
現
在
で
は
、
瀬
戸
内
の

豊
か
な
風
土
に
育
ま
れ
な
が
ら
、
農
地
の
効
率
的
な
利

用
や
経
営
複
合
化
に
よ
り
、
全
国
に
誇
れ
る
高
品
質
の

農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
、
収
益
性
の
高
い
農
畜
産
業
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
野
菜
で
は
、
に
ん
に
く
、
レ

タ
ス
の
出
荷
量
が
全
国
で
１０
位
以
内
に
入
り
、
果
物
で

は
、
い
ち
ご
の
「
さ
ぬ
き
ひ
め
」
、
み
か
ん
の
「
小
原

紅
早
生
」
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
「
さ
ぬ
き
ゴ
ー
ル

ド
」
な
ど
の
香
川
県
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
物
で
は
、
「
讃
岐
三
畜
」
と
呼

ば
れ
る
「
讃
岐
牛
（
オ
リ
ー
ブ
牛
）
」
、
「
讃
岐
夢

豚
」
、
「
讃
岐
コ
ー
チ
ン
」
が
有
名
で
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
「
讃
岐
三
畜
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
、
か
つ
て
の
香
川
県
の
特
産
品
、
「
讃
岐
三
白
」

（
塩
、
砂
糖
、
綿
）
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
す
。
そ
の

「
讃
岐
三
白
」
の
塩
、
綿
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
変
遷

と
と
も
に
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
が
、
砂
糖
の
伝
統

は
、
最
上
級
の
砂
糖
で
あ
る
「
和
三
盆
」
に
、
し
っ
か

り
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

当
行
と
地
域
農
畜
産
業
と
の
関
わ
り

　

農
畜
産
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
と
相
ま
っ
て
、
生
産
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
食
の
安
定
供
給
だ
け
で
な

く
、
県
土
や
環
境
保
全
な
ど
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
産
地

間
の
競
争
激
化
、
食
の
安
心
安
全
や
食
生
活
の
変
化
へ

の
対
応
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

当
行
で
は
、
農
業
者
の
方
や
支
店
か
ら
の
農
業
関
連

の
相
談
窓
口
と
な
る
「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を

本
部
内
に
設
置
し
、
販
路
開
拓
や
資
金
調
達
、
異
業
種

か
ら
の
参
入
支
援
、
事
業
承
継
な
ど
、
経
営
全
般
の
ご

相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
内
で
の
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
注
力
し
、
現

在
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
認
定
す
る
「
農
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
有
資
格
者
１５
名
を
本
部
・
営
業
店
に

　
地
域
農
畜
産
業
と
金
融
機
関
と
の
関
わ
り

巻
頭
言

株式会社百十四銀行　

代表取締役頭取　渡邊 智樹
渡邊　智樹
（わたなべ　ともき）　　　　　　　

昭和２７年香川県生まれ。京都大学経済
学部卒業。昭和４９年株式会社　百十四
銀行入行、大阪支店長、取締役東京支
店長、常務取締役、代表取締役専務執
行役員を経て平成２１年から現職。

＜銀行紹介＞
香川県高松市に本店を置く地方銀行
（明治１１年創業）。香川県を地盤とし
て、岡山・愛媛・大阪・兵庫などの瀬
戸内地域のほか、東京・名古屋・福岡
など計１１都府県に広域店舗網を展開。
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配
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

融
資
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
・
収
支
計
画
策

定
支
援
な
ど
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
、
農
業
者
と
食
品
関
連

業
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
や
商
談
会
・
セ
ミ

ナ
ー
開
催
を
通
じ
た
農
商
工
連
携
・
販
路
開
拓
支
援
を

お
こ
な
い
、
地
域
農
畜
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
お
手

伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２３
年
１１
月
に
は
、
地
方

銀
行
３５
行
で
「
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を

共
同
開
催
し
、
食
品
業
者
と
食
品
関
連
バ
イ
ヤ
ー
と
の

出
会
い
の
場
を
ご
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
社
養
豚

場
か
ら
出
る
堆
肥
を
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
設
備
更
新
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
養
豚
業
を
営
む
農
業
法
人
に
対
し
ま
し
て
、

「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
の
活
用
を
ご
提
案
し
、
国

内
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
取
得
に
協
力
す
る
な
ど
、
お
取
引

先
の
環
境
配
慮
型
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
農
畜
産
業
を
食
料
生
産
の
産
業
と
し
て
展

開
し
て
い
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
農
商
工
連
携
や
六

次
産
業
化
の
取
組
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
先
の

加
工
や
販
売
、
観
光
な
ど
の
分
野
で
異
業
種
と
手
を
組

み
、
様
々
な
価
値
を
生
む
基
盤
産
業
と
し
て
農
畜
産
業

を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自

然
や
環
境
、
医
療
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

異
業
種
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
注
目

し
な
が
ら
、
地
域
農
畜
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
へ
の
期
待

　

農
畜
産
業
振
興
機
構
と
当
行
と
の
お
取
引
は
、
昭
和

四
十
年
、
前
身
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
糖
価
安
定
事
業

団
」
設
立
時
に
遡
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
長
く
お
取
引
頂

く
と
、
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
私
ど
も
経
営
に
携
わ
る

者
ま
で
、
農
畜
産
業
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
い
つ
も
接
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
の
農
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
に

ご
紹
介
し
た
よ
う
な
質
の
良
い
特
産
品
を
守
り
、
か

つ
、
生
産
者
が
安
心
し
て
新
し
い
商
品
を
開
発
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、
機
構
の
業
務
で
あ
る
、

「
生
産
者
の
経
営
安
定
対
策
」
、
「
需
給
調
整
・
価
格

安
定
対
策
」
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
農
畜
産
業
は
、
食
料
供
給
と
い
う
農
畜
産
業

の
根
幹
的
な
役
割
と
と
も
に
、
事
業
の
展
開
次
第
で
は

新
た
な
成
長
産
業
へ
と
成
長
す
る
可
能
性
が
十
分
秘
め

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
段
階
的
に
進
む

で
あ
ろ
う
規
制
緩
和
に
対
し
、
農
畜
産
業
が
有
す
る
産

業
と
し
て
の
潜
在
力
を
開
花
さ
せ
、
農
畜
産
業
の
健
全

な
発
展
と
食
料
の
安
定
供
給
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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機
構
の
動
き

機構の動き

　

内
閣
府
は
６
月
を
「
食
育
月
間
」
と

定
め
、
毎
年
、
各
地
で
食
育
推
進
全
国

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
回
目
と
な
る
今
年
は
内
閣
府
及
び

横
浜
市
の
主
催
に
よ
り
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
『
「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
、
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
』
と
い
う

食
育
基
本
法
の
方
針
に
基
づ
き
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
生
産
者
・
流
通
そ
し
て

教
育
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
様
々

な
角
度
か
ら
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
「
復
興
支
援
」
も
テ
ー
マ
に

加
え
ら
れ
、
会
場
に
は
被
災
地
の
生
産

者
団
体
を
は
じ
め
全
国
か
ら
２
８
８
団

体
、
１
６
６
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
試
食
や
展
示
、
ク
イ

ズ
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
に
多
く

の
方
が
足
を
止
め
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

当
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
大
会
の
趣
旨

に
則
り
、
子
供
向
け
の
野
菜
の
栽
培
テ

キ
ス
ト
「
や
さ
い
の
ひ
み
つ
」
や
お
肉

と
砂
糖
の
レ
シ
ピ
を
配
布
し
、
健
康
的

な
食
生
活
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
生
産
か

ら
調
理
ま
で
幅
広
く
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
横
浜
中
華
街
と
い
う
観
光
地

を
抱
え
、
古
く
か
ら
食
の
玄
関
口
と
し

て
栄
え
て
き
た
横
浜
な
ら
で
は
の
企
画

と
し
て
、
「
横
浜
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
協

会
」
に
所
属
す
る
シ
ェ
フ
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
名

シ
ェ
フ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
料
理
の
数
々

に
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
供
向

け
の
紙
芝
居
や
餅
つ
き
、
さ
か
な
ク
ン

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

子
供
達
が
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
入
場
無
料
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
一
時
は
入
場
が
制
限
さ

れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
会
場
に
は

早
朝
か
ら
親
子
連
れ
の
長
い
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

総
入
場
者
数
は
２
日
間
で
３
万
人
を

超
え
た
と
の
公
式
発
表
が
あ
り
、
食
や

食
育
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
第
８
回
食
育
推
進
全

国
大
会
は
平
成
２５
年
６
月
２２
日
～
２３
日

に
広
島
県
に
て
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

１
第
７
回
食
育
推
進
全
国
大
会
へ
の
出
展

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜　
６
月
１６
日
～
１７
日

横浜市食育推進計画の
パンフレット

「教科書で見たよ！」と
子供達が興味深そうに
触っていた“てん菜”の
模型。

お肉（鶏・豚・牛）や砂糖のレシピが大人気！
ブースで放映したＤＶＤ「砂糖の正しい知識」

多くの親子連れで
盛り上がったステージ
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機
構
の
動
き

機構の動き

　

平
成
２４
年
６
月
１９
日
（
火
）
、
米
国

コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
に
お
い
て
、
米

国
食
肉
輸
出
連
合
会
（
以
下
「
Ｕ
Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ｆ
」
）
と
の
食
肉
需
給
情
報
交
換
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．
開
催
の
経
緯

　

１
９
８
１
年
以
来
、
日
本
、
米
国
の

食
肉
の
需
給
動
向
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
場
と
し
て
、
原
則
と
し
て
毎

年
度
、
交
互
に
主
催
し
て
お
り
、
今
回

で
２７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

２
．
会
議
概
要

　

会
議
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
の
サ
ッ

ド
・
ラ
イ
ブ
リ
ー　

輸
出
サ
ー
ビ
ス
担

当
首
席
副
会
長
よ
り
「
畜
産
を
取
り
巻

く
経
済
状
況
な
ど
を
情
報
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
、
相
互
理
解
を
深
め
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
機
構
の
佐
藤
理
事
長
か
ら
は
「
米

国
は
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
Ｕ

Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
と
の
意
見
交
換
は
米
国
食
肉

業
界
の
動
向
を
つ
か
む
上
で
非
常
に
重

要
」
と
の
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
よ
り
米

国
の
食
肉
需
給
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

牛
肉
、
豚
肉
お
よ
び
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
中
心
に
、
最
近
の
生
産
、
価
格
、

貿
易
を
め
ぐ
る
情
勢
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

機
構
か
ら
は
「
日
本
に
お
け
る
牛

肉
・
豚
肉
の
需
給
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

直
近
の
牛
肉
お
よ
び
豚
肉
の
消
費
動
向

や
今
後
の
生
産
予
測
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
、
機
構
の
説
明
に
対
し

て
、
双
方
か
ら
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ

り
、
今
回
も
米
国
の
食
肉
需
給
に
関
す

る
最
近
の
状
況
を
把
握
す
る
貴
重
な
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
食
肉
を
め
ぐ
る
情

報
交
換
を
通
し
て
お
互
い
の
国
に
お
け

る
食
肉
の
需
給
安
定
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
確
認
し
、
会
議
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
は
、
コ
ロ
ラ
ド

州
の
牛
繁
殖
・
肥
育
農
家
や
食
肉
加
工

場
等
を
調
査
し
、
会
議
の
内
容
を
踏
ま

え
た
牛
肉
の
生
産
・
流
通
構
造
の
変
化

や
肉
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
み
な
ど
、

米
国
で
の
新
た
な
動
き
を
把
握
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

２
米
国
食
肉
輸
出
連
合
会
（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
）
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議

６
月
１９
日

コロラド州の調査先肉牛生産者を訪問する佐藤理事長

コロラド州のＵＳＭＥＦオフィスにて

米国食肉輸出連合会（ＵＳＭＥＦ）
　１９７６年、米国の食肉関連企業及び団体により、海外における米国産
食肉製品市場の開拓を目的に設立。主な活動は、米国産食肉製品の販
売・輸出促進、畜産情報の収集・提供、貿易事務上の相談およびそれ
に関連する情報提供、米国食肉業界と政府機関のパイプ役など。
　東日本大震災時には、被災者支援として、東北・関東地域での炊き
出し支援や米国産牛肉を支援物資として提供するなどの活動を行った。
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◆
日
本
の
肉
用
牛
経
営

　

離
島
や
中
山
間
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
肉
用
牛
経
営
は
、
地

域
の
活
性
化
を
担
う
と
と
も

に
、
食
料
の
安
定
的
供
給
を
維

持
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
の
肉
用
牛
生
産

は
、
子
牛
を
生
産
す
る
繁
殖
経

営
と
そ
の
子
牛
を
太
ら
せ
て
出

荷
す
る
肥
育
経
営
が
担
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
繁

殖
経
営
に
つ
い
て
は
、
生
産
者

の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
年
々
飼
養
戸
数
は
減
少
し

て
い
る
の
が
現
状
で
、
生
産
者

確
保
や
規
模
拡
大
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
長
崎
県
五
島
市
の
繁
殖
経
営

　

離
島
を
多
く
抱
え
る
長
崎
県

の
畜
産
業
は
、
農
業
算
出
額
の

約
３
割
を
占
め
る
重
要
な
産
業

で
す
。

　

そ
の
中
で
も
長
崎
港
か
ら
西

に
約
１
０
０
㎞
に
位
置
す
る
五

島
市
の
あ
る
五
島
列
島
は
、
肉

用
牛
の
他
、
施
設
園
芸
、
茶
な

ど
の
畑
作
や
漁
業
が
盛
ん
な
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
五
島
地
域
で

は
、
離
農
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
活
用
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
畜
産
へ
の
活
用
を
、

農
協
は
じ
め
地
域
の
機
関
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
家
族
で
繁
殖
経
営

　

山
本
津
代
子
さ
ん
は
平
成
２３

年
度
に
五
島
市
に
お
い
て
繁
殖

経
営
へ
新
規
参
入
さ
れ
た
方
の

１
人
で
す
。

　

「
牛
飼
い
」
に
な
ろ
う
と
し

た
き
っ
か
け
は
、
牛
が
好
き
だ

か
ら
。
ご
主
人
の
実
家
が
か
つ

て
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
ご
主
人
も
牛
を
飼

い
た
い
と
以
前
か
ら
思
っ
て
い

た
と
の
こ
と
。
息
子
さ
ん
２
人

も
島
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
こ
で
一
念
発
起
を
し
た

の
で
し
た
。

　

地
元
農
協
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
農
協
で
も
生
産
者
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
農
畜
産
機
構
の
事
業
を
利

用
し
て
平
成
２３
年
度
に
繁
殖
経

営
へ
新
規
参
入
し
ま
し
た
。

　

今
は
牛
の
世
話
を
す
る
毎
日

で
す
。
朝
は
出
勤
前
の
ご
主
人

が
牛
に
え
さ
を
や
り
、
昼
間
は

ご
本
人
が
牛
舎
の
掃
除
や
牛
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
夕
方
は
勤
め

か
ら
戻
っ
た
息
子
さ
ん
も
手
伝

い
、
家
族
で
牛
の
世
話
を
し
て

い
ま
す
。

　

山
本
さ
ん
の
牛
舎
は
清
掃
も

行
き
届
き
、
牛
も
過
ご
し
や
す

そ
う
で
す
。
ま
た
、
牛
舎
入
口

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
、
繁

殖
め
す
牛
（
母
牛
）
１
頭
ご
と

の
生
年
月
日
か
ら
血
統
、
発
情

日
、
分
娩
日
な
ど
が
記
入
さ
れ

て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
き

め
細
か
い
牛
の
管
理
が
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

牛
の
世
話
以
外
に
も
牧
草
作

り
や
、
以
前
か
ら
の
水
田
作
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

と
し
て
の
家
事
も
あ
り
、
忙
し

い
日
々
で
す
が
、
家
族
も
協
力

離
島
で
肉
用
牛
繁
殖
経
営
へ
新
規
参
入
！  

長
崎
県
五
島
市

第
一
線
か
ら

五島市

事業を利用して繁殖経営を始めた山本さん。これから子牛の出荷が楽しみ
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し
て
く
れ
る
「
牛
飼
い
生
活
」

は
充
実
し
た
毎
日
と
の
こ
と
。

活
き
活
き
と
し
た
顔
は
印
象
的

で
す
。

　

平
成
２３
年
３
月
ま
で
に
、
ま

ず
９
頭
の
牛
を
導
入
。
そ
こ
で

導
入
し
た
牛
の
う
ち
、
２
頭
は

既
に
子
牛
を
産
み
ま
し
た
。
今

後
も
母
牛
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。
今
は
、
数
か
月
後
の

子
牛
の
出
荷
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
は
隣
の

山
林
を
整
備
し
て
、
放
牧
も
行

い
た
い
と
の
こ
と
。
今
後
、
山

本
さ
ん
が
五
島
の
繁
殖
経
営
を

盛
り
上
げ
る
一
員
と
な
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。

◆
繁
殖
経
営
へ
の
新
規
参
入
を

支
援

　

繁
殖
経
営
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
子
牛
を
産
む
母
牛

と
牛
舎
・
た
い
肥
舎
等
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
多
額
の
初
期
費

用
（
母
牛
１
頭
当
た
り
３５
万
円

か
ら
６０
万
円
、
３０
頭
規
模
の
牛

舎
・
た
い
肥
舎
１
千
５
０
０
万

円
程
度
）
が
か
か
る
一
方
、
子

牛
を
市
場
へ
出
荷
し
収
入
を
得

る
た
め
に
は
、
母
牛
の
妊
娠
期

間
と
出
荷
ま
で
の
子
牛
の
育
成

期
間
の
お
お
む
ね
２
年
が
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
が
肉
用
牛
経
営

へ
の
新
規
参
入
に
際
し
て
の
高

い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

機
構
が
実
施
す
る
「
新
規
参

入
円
滑
化
等
対
策
事
業
」
で

は
、
新
た
に
繁
殖
経
営
を
始
め

る
方
（
新
規
参
入
者
）
へ
畜
舎

や
母
牛
を
貸
し
付
け
る
農
協
等

に
対
し
、
整
備
・
導
入
費
用
の

二
分
の
一
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
協
等
は
、
新
規
参
入
者
の

技
術
・
経
営
的
支
援
を
行
う
こ

と
も
条
件
で
す
の
で
、
新
規
参

入
者
は
、
経
営
を
始
め
た
ば
か

り
の
不
安
定
な
時
期
を
技
術
・

経
営
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
た
繁
殖
経
営
の
新
規
参
入

は
、
１
９
３
件
に
上
っ
て
い
ま

す
。
事
業
を
活
用
し
た
山
本
さ

ん
の
よ
う
に
、
新
規
参
入
者
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

事業の概要
独立行政法人農畜産業振興機構

補助対象経費

農協等（事業主体）

補助

・施設等の貸付
・経営指導

事業実施者（新規参入者）

①牛舎・たい肥舎等の整備（１／２以内）

②繁殖めす牛の導入（１／２以内）

③農地の借入れ（定額）

賃
貸
料
の
支
払
い

これから母牛になるために、たくさん栄養を取ります。

産まれた子牛は、お母さんの母乳をごくごく
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は
じ
め
に

　

農
畜
産
機
構
で
は
、
畜
産
業

お
よ
び
関
連
産
業
の
発
展
や
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
消
費
生
活
の

安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
畜
産
物
の
生
産
や
流

通
の
合
理
化
を
図
る
事
業
に
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
畜
産
の
う
ち
生
乳
を

生
産
す
る
酪
農
は
、
毎
日
の
搾

乳
や
飼
料
給
与
、
飼
料
の
生
産
、

ふ
ん
尿
の
処
理
ま
で
多
く
の
業

務
を
日
々
こ
な
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
酪

農
経
営
を
側
面
か
ら
支
援
す
る

組
織
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
酪
農

家
の
方
が
休
日
を
確
保
す
る
場

合
や
突
発
事
故
が
発
生
し
た
場

合
等
に
、
代
わ
り
に
搾
乳
や
飼

養
管
理
を
行
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

が
あ
り
ま
す
。
食
料
自
給
率
の

目
標
、
農
業
の
持
続
的
発
展
に

関
す
る
施
策
等
を
示
す
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

や
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
等
の

今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を

示
す
「
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産

の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
基
本

方
針
」
に
お
い
て
も
、
支
援
組

織
を
育
成
・
確
保
す
る
と
と
も

に
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
新
規
就

農
者
へ
の
技
術
習
得
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

音お
と

更ふ
け

町
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
、
酪
農
家

が
３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く

行
っ
て
い
る
搾
乳
や
飼
料
給
与
、

牛
舎
掃
除
な
ど
の
作
業
を
代

わ
っ
て
行
う
仕
事
で
、
全
国
に

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
組
織
が

所
在
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
酪
農
が
特
に
盛
ん
な

北
海
道
に
あ
る
音
更
町
デ
ィ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
訪
ね
ま
し

た
。

　

北
海
道
の
東
部
・
十
勝
平
野

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
音
更

町
デ
ィ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

地
域
の
酪
農
家
を
支
え
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

～
北
海
道
・
音
更
町
デ
ィ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
訪
ね
て
～

第
一
線
か
ら

酪農が盛んな北海道・音更町

搾乳機器やトラクターも操作する酪農ヘルパー
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成
３
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

地
域
の
酪
農
を
支
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
１４
名

の
方
が
所
属
し
、
う
ち
８
名
は

専
任
で
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
区
域
内
の
ほ
と
ん
ど
の

酪
農
家
が
利
用
し
、
飼
養
す
る

乳
牛
は
７
，
６
０
０
頭
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

現
役
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
聞
く

　

こ
こ
で
働
く
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ
た
理

由
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
実
家

が
酪
農
家
。
経
験
も
あ
る
の

で
、
仕
事
に
な
じ
み
や
す
い
か

ら
。
」
、
「
動
物
関
係
の
専
門

学
校
を
出
て
、
動
物
関
連
の
仕

事
を
行
い
た
か
っ
た
か
ら
。
」
、

「
子
ど
も
が
成
人
し
た
こ
と
も

あ
り
、
牛
を
飼
っ
て
い
た
経
験

を
活
か
し
ヘ
ル
パ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
」
、
と
様
々
で
す
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
仕
事
を
す

る
時
間
は
、
朝
と
夕
方
の
２

回
。
朝
は
通
常
５
～
８
時
の
間

に
、
エ
サ
や
り
、
搾
乳
、
牛
舎

の
清
掃
と
い
っ
た
作
業
を
行
い

ま
す
。
終
わ
っ
て
か
ら
食
事
で
、

日
に
よ
っ
て
は
朝
と
昼
ご
は
ん

が
同
じ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
夕
方
は
４
時
く
ら
い
か
ら

朝
と
同
様
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

乳
搾
り
を
す
る
と
、
そ
の
牛

が
元
気
な
の
か
、
ち
ょ
っ
と
調

子
が
悪
い
の
か
、
分
か
る
そ
う

で
す
。

　

搾
乳
機
器
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
機
械
の
操
作
で
は
破
損
し
な

い
と
い
っ
た
こ
と
に
気
を
遣
い
、

操
作
が
難
し
い
機
械
が
あ
れ
ば

ヘ
ル
パ
ー
同
士
で
教
え
合
っ
て

い
ま
す
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に
つ

い
て
は
、
「
家
族
と
と
も
に
地

域
に
引
越
し
、
ヘ
ル
パ
ー
を

長
く
続
け
て
い
き
た
い
。
」
、

「
地
域
の
酪
農
は
恒
久
的
に
人

手
不
足
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が
い
な

い
と
酪
農
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

肉
体
的
に
も
経
済
的
に
も
厳
し

い
仕
事
で
す
が
、
酪
農
家
か
ら

多
く
の
こ
と
を
任
せ
て
も
ら
い
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕
事
で

生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制

度
へ
の
支
援
も
あ
っ
て
酪
農
家

が
積
極
的
に
利
用
し
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
」
、
中
に

は
将
来
に
つ
い
て
「
酪
農
家
と

結
婚
し
た
い
！
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
Ｏ
Ｂ
に
聞
く

　

ま
た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
か
ら

新
規
就
農
を
実
現
し
た
酪
農
家

に
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

に
な
る
ま
で
は
酪
農
に
従
事
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ヘ
ル
パ
ー
で
技
術
を
身
に

男性だけでなく、女性酪農ヘルパーも大活躍

先
輩
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
機
械
操
作
を
教
わ
り
ま
す
。

「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要
」と
語
る
酪
農
家
の
佐
藤
さ
ん

お話を伺った酪農ヘルパーの皆さん
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着
け
、
義
父
か
ら
施
設
・
機

械
・
牛
・
農
地
を
受
け
継
ぎ
、

酪
農
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を

月
２
日
は
利
用
し
な
が
ら
、
小

さ
い
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
ま

す
。

「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
、
複
数
の

酪
農
家
に
出
入
り
す
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
酪
農
経
営
の
特
徴

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
技

術
的
に
も
幅
広
い
知
識
と
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
酪
農
家
に

な
っ
て
気
付
い
た
の
は
、
他
の

酪
農
家
と
の
交
流
が
乏
し
く
な

る
の
で
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
時
代

に
培
っ
た
人
脈
が
経
営
を
行
っ

て
い
く
上
で
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
」
と
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

酪
農
家
に
な
っ
た
今
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
が
作
業
し
て
い
る
間

は
牛
舎
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
ヘ

ル
パ
ー
に
な
る
べ
く
任
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

全
国
２
千
人
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

　

全
国
で
約
１
３
，
０
０
０
戸

の
酪
農
家
は
、
１
年
で
約
１９
日

間
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
全
国
で
約
２
，

２
０
０
人
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の

方
々
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
を
経
験
し
た
後
に
酪
農

経
営
を
始
め
た
酪
農
家
は
、
全

国
で
約
１
１
０
人
（
平
成
５
年

度
か
ら
平
成
２２
年
度
ま
で
）
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
、
３
６
５

日
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
酪
農

家
の
皆
さ
ん
の
労
働
時
間
の
軽

減
や
休
日
の
取
得
を
容
易
に
し
、

新
規
就
農
を
実
現
す
る
み
ち
す

じ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
機
構
は
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
組
織
を
支
援
す
る
事
業
を

通
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
持
続
性

の
高
い
酪
農
経
営
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

（
参
考
）
平
成
２３
年
度
「
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
利
用
に
関
す
る
資

料
」

（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://d-helper.lin.gr.jp/
index.htm

l

ヘ
ル
パ
ー
経
験
を
語
る
酪
農
家
の
小
原
さ
ん

小原さんの子牛。ヘルパー経験が活きる。
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー　

伊
藤
忠
グ
ル
ー
プ

㈱
食
料
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

  

シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト 

平
野　

昭
氏

　

平
成
２４
年
７
月
１８
日
開
催
の
ａ
ｌ
ｉ

ｃ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
㈱
食
料
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
ポ
ー
ト　

シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト

で
前
大
分
県
副
知
事
の
平
野
昭
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
地
域
農
業
の
活

性
化
に
お
け
る
資
源
配
分
と
集
中
投
資

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
大
分
県
の
実
例

を
交
え
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
以

下
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

大
分
県
農
業
の
現
状
と
戦
略

　

大
分
県
は
九
州
各
県
と
比
較
し
て
農

業
の
縮
小
が
目
立
ち
、
農
業
産
出
額
お

よ
び
耕
地
利
用
率
の
低
下
が
続
く
と
と

も
に
、
高
齢
化
と
担
い
手
の
減
少
に
直

面
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
農
業
再
生

を
図
る
た
め
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
を

掲
げ
て
大
分
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画

「
お
お
い
た
農
山
漁
村
活
性
化
戦
略
２

０
０
５
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

大
分
の
園
芸

　

園
芸
の
生
産
振
興
で
は
、
生
産
面

積
・
販
路
の
拡
大
、
資
源
配
分
を
見
直

し
出
荷
市
場
の
重
点
化
を
行
っ
た
こ
と

で
、
産
出
額
は
回
復
の
兆
し
を
見
せ
ま

し
た
。

　

生
産
面
積
拡
大
を
目
指
し
、
標
高
差

を
利
用
し
た
白
ね
ぎ
の
夏
場
の
高
地
栽

培
や
、
企
業
参
入
に
よ
る
カ
ボ
ス
の
団

地
造
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
貯
蔵
や

樹
上
で
の
追
熟
に
よ
り
黄
カ
ボ
ス
と
し

て
カ
ボ
ス
の
出
荷
期
間
を
長
期
化
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
販
路
拡
大
の
た
め
、
「
味
一

ね
ぎ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
、
「
つ
ぶ

ら
な
カ
ボ
ス
」
「
か
ぼ
す
こ
」
な
ど
の

カ
ボ
ス
商
品
の
開
発
、
気
仙
沼
産
サ
ン

マ
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
と
カ
ボ
ス
を
組
み
合

わ
せ
た
食
材
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
そ
の
他
園
芸
作
物
の
消
費
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

流
通
改
善
と
し
て
、
戦
略
品
目
（
ト

マ
ト
、
い
ち
ご
、
白
ね
ぎ
、
小
ね
ぎ
、

カ
ボ
ス
な
ど
）
を
中
心
に
、
関
西
・

関
東
・
福
岡
地
域
に
流
通
担
当
職
員

（
マ
ー
ケ
タ
ー
）
を
常
駐
さ
せ
、
流

通
専
門
家
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
と
と
も
に
産
地
づ
く
り
に
励

み
、
県
域
で
ま
と
ま
っ
て
流
通
に
取
り

組
む
組
織
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
白
ね
ぎ
は
福
岡
市
場
で

６
～
７
割
の
シ
ェ
ア
を
確
保
し
、
京
阪

神
市
場
へ
も
進
出
し
ま
し
た
。
カ
ボ
ス

は
原
料
が
不
足
す
る
ほ
ど
好
調
な
売
り

上
げ
を
記
録
し
ま
し
た
。

力
強
い
担
い
手
の
確
保

　

新
た
な
担
い
手
と
し
て
企
業
参
入
を

推
進
し
、
１
３
４
社
が
参
入
（
Ｈ
１９
～

２３
の
累
計
）
、
既
存
農
家
に
も
良
い
刺

激
と
な
り
ま
し
た
。
県
の
出
先
機
関
・

市
町
村
・
農
業
委
員
会
が
連
携
し
て
農

業
用
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
普
及

員
が
週
一
回
訪
問
し
て
Ａ
～
Ｄ
評
価
を

つ
け
て
指
導
に
あ
た
り
、
受
入
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
参
入
企
業
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
ど
う
農
村
を
形
作
る
か

が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
リ
ー
ス
団
地
の
整
備
や
、
農
業

高
校
・
農
業
大
学
校
と
農
業
法
人
と
の

交
流
会
の
開
催
、
集
落
営
農
の
組
織
化

な
ど
に
よ
り
新
規
就
農
者
や
後
継
者
の

育
成
を
進
め
ま
し
た
。

副
知
事
在
任
中
の
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

農
業
政
策
の
安
定
と
信
頼
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
農
業
の
再
生
と
規
模
拡
大

の
前
提
条
件
で
す
。
そ
の
上
で
、
農
業

技
術
や
気
象
に
精
通
し
た
人
材
や
地
域

資
源
を
事
業
化
で
き
る
経
営
者
な
ど
農

業
を
専
門
と
す
る
人
的
資
源
の
確
保
・

活
用
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

alic seminar

地
域
農
業
の
活
性
化
へ
の
挑
戦
と
課
題

URL:alicイベント情報
http://www.alic.go.jp/consumer/foods/event.html

大分いちごの
消費拡大キャンペーン

農業高校との懇談会

講演する平野昭氏

alic 2012.911



　

日
本
の
酪
農
を
支
え
て
い
る
も
の
の

１
つ
に
、
ア
メ
リ
カ
産
の
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
、
乳
用
牛
に

と
っ
て
貴
重
な
栄
養
源
で
あ
り
、
良
質

な
牛
乳
を
生
産
す
る
上
で
必
要
な
飼
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
農
畜
産
機
構
の
調
査
に
よ

り
、
最
近
、
中
東
諸
国
や
中
国
の
需
要

増
も
あ
っ
て
、
日
本
が
安
定
的
に
購
入

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
と
は

　

「
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
」
と
聞
い
て
、

何
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？

　

和
名
で
は
「
糸
も
や
し
」
と
も
呼
ば

れ
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
・
ス
プ
ラ
ウ
ト

（
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
も
や
し
）
を
サ

ラ
ダ
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
の
「
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
」

は
、
牧
草
の
話
で
す
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
マ
メ
科
の
植
物

で
、
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
ん
で
お

り
、
牛
乳
を
た
く
さ
ん
生
産
す
る
た
め

乳
用
牛
の
飼
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

飼
料
と
し
て
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

は
、
刈
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

飼
料
の
王
様

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
も

豊
富
で
、
栄
養
価
の
高
さ
か
ら
「
飼
料

の
王
様
（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ　
ｏ
ｆ　

Ｆ
ｏ
ｄ

ｄ
ｅ
ｒ
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
飼
料
と
し
て
の

起
源
は
古
く
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
現
在

の
イ
ラ
ン
辺
り
）
が
原
産
地
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

語
源
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
ａ
ｌ
ｆ

ａ
ｓ
ｆ
ａ
ｓ
ａ
ｈ
（
最
高
の
飼
料
）
」

で
、
古
代
か
ら
そ
の
高
い
飼
料
価
値
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
栽
培
は
、
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
か
ら
地
中
海
周
辺
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
北
ア
フ
リ
カ
へ
広
ま
り
、
１８

世
紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
大

陸
へ
伝
わ
り
ま
し
た
。

ひ
っ
迫
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

レポート

総
務
部
総
務
課
（
前
調
査
情
報
部
）
中
　
野
　
貴
　
史

ほ場に積まれるアルファルファの乾草(ビッグベール)

カリフォルニア州エルセントロのアルファルファ畑
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ア
メ
リ
カ
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
「
ａ

ｌ
ｆ
ａ
ｌ
ｆ
ｅ
ｚ
」
が
語
源
と
な
り
、

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
ル
ー
サ
ン
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　

今
日
、
「
飼
料
の
王
様
」
と
呼
ば
れ

る
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
世
界
中
で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
乾
燥
し
た
気
候
と
ア
ル
カ

リ
性
の
土
壌
を
好
む
た
め
、
酸
性
土
壌

が
多
く
湿
潤
な
気
候
の
日
本
で
は
、
北

海
道
や
東
北
地
方
な
ど
で
わ
ず
か
に
栽

培
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
栄
養
価
は
収
穫

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

つ
ぼ
み
が
開
花
す
る
頃
、
タ
ン
パ
ク
質

量
は
最
大
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
収

量
を
増
や
す
た
め
、
さ
ら
に
生
育
さ
せ

る
と
、
タ
ン
パ
ク
質
量
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
で
も
異
な
り
ま
す
。
暖

か
い
地
域
で
は
生
育
が
早
い
た
め
、
地

中
か
ら
吸
収
さ
れ
る
栄
養
分
が
十
分
に

行
き
渡
る
前
に
収
穫
さ
れ
ま
す
が
、
冷

涼
な
地
域
で
は
生
育
が
遅
い
た
め
、
栄

養
が
隅
々
ま
で
行
き
渡
り
、
栄
養
価
の

高
い
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
が
生
産
さ
れ
ま

す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
最
大
の
生
産
地

は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ

カ
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
最
大
の
輸
出

国
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ア
メ
リ
カ
産
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

の
最
大
の
輸
入
国
は
日
本
で
す
。
ア
メ

リ
カ
産
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
輸
出
は
１

９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

輸
出
先
の
筆
頭
は
日
本
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
中
東
諸
国
や
中
国
が
輸

入
量
を
増
や
し
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
先

国
の
シ
ェ
ア
に
変
化
が
み
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

２
０
０
６
年
頃
ま
で
は
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
輸
出
す
る
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

の
７０
％
前
後
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
１
年
に
は
３７
％
ま
で
シ
ェ
ア
を

落
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
が
急
速
に
輸
入
量
を
伸
ば
し
た

こ
と
が
要
因
の
１
つ
と
な
り
、
今
で

は
、
ほ
ぼ
日
本
に
肩
を
並
べ
て
い
ま

す
。

　

次
い
で
中
国
が
１１
％
、
韓
国
が
１０
％

と
続
き
、
こ
の
４
ヵ
国
で
９
割
を
占
め

ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ひ
っ
迫

　

昨
今
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
輸
出

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ひ
っ
迫
し
、
価
格
は
高

騰
し
て
最
高
値
を
更
新
す
る
と
い
う
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

需
給
の
ひ
っ
迫
と
価
格
の
高
騰
で
ア

ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
手
に
入
り
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
円
高
と
い
う
為
替

の
恩
恵
を
受
け
て
、
ま
だ
日
本
は
、
タ

ン
パ
ク
質
や
栄
養
価
を
多
く
含
ん
だ
高

品
質
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
後
の
為
替
の
状
況
次
第

で
は
、
そ
れ
も
非
常
に
困
難
な
状
況
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
酪
農
関
係
者
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
需
給
動
向
に
と

て
も
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

『
米
国
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の

需
給
動
向
～
ひ
っ
迫
す
る
最
近
の
需
給

と
様
変
わ
り
す
る
輸
出
情
勢
～
』
と
題

し
た
レ
ポ
ー
ト
を
載
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。流通業者の保管場所に積まれるアルファルファ

URL:米国におけるアルファルファの需給動向～ひっ迫する最近の需給と様変わりする輸出情勢～
http://lin.alic.go.jp/alic/month/domefore/2012/may/wrepo01.htm

アルファルファの刈り取り機械 左側は刈り取った直後。右側はこれから
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黒毛和種

褐毛和種

無角和種

日本短角和種

和
牛
と
国
産
牛

　

「
国
産
牛
」
と
は
、
日
本
国
内
で
の

飼
育
期
間
が
他
の
地
域
よ
り
も
長
い
牛

の
こ
と
で
す
。
一
方
、
「
和
牛
」
と
表

示
で
き
る
牛
は
４
種
類
の
限
ら
れ
た
品

種
と
そ
の
交
配
種
で
、
日
本
国
内
で
出

生
し
生
育
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
表
参
照
）

　

神
戸
牛
や
松
坂
牛
な
ど
の
「
銘
柄
和

牛
」
は
、
さ
ら
に
飼
育
場
所
や
重
量
、

流
通
ル
ー
ト
等
が
銘
柄
推
進
協
議
会
に

よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
企
業
主
導
で
黒
毛
和

種
の
肉
質
改
良
も
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、

特
徴
の
あ
る
え
さ
や
地
名
等
を
名
称
に

配
し
「
○
○
牛
」
と
し
て
販
売
さ
れ
る

銘
柄
牛
は
全
国
で
２
０
０
以
上
あ
り
ま

す
。

　

飼
育
方
法
等
を
工
夫
し
、
長
年
の
肉

質
改
良
の
成
果
に
よ
り
実
現
し
た
美
し

い
霜
降
り
肉
は
、
食
味
が
優
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
世
界
的
に
も
評
価
が
高
く
、

日
本
食
ブ
ー
ム
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
富
裕

層
の
増
加
を
背
景
に
年
々
、
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
秘
訣
は
肉
食
！

　

動
物
性
た
ん
ぱ
く

質
や
油
脂
が
健
康
長

寿
に
不
可
欠
だ
と
い

う
理
由
か
ら
新
聞
等

で
肉
食
に
関
す
る
記

事
を
見
か
け
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
筋
力
増
強
に
も

欠
か
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
は
、
体
重

１
㎏
当
た
り
の
た
ん

ぱ
く
質
摂
取
量
を
設

定
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

食
肉
に
は
人
間
が
自
ら
作
り
出
す
こ

と
の
で
き
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
成
人
男
性
の
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
目
安
は
１
日
に
７０
ｇ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
生
活
の
中
で
上
手
に
取
り
入

れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

和
牛
と
国
産
牛
っ
て
ち
が
う
の
？

■ 

業
務
関
連
情
報 

■

※牛の品種の表示は義務ではありません。
　参考文献：『お肉Ｑ＆Ａ』（全国食肉公正取引協議会　発行）

＜写真提供：岩手県、（独）家畜改良センター、（社）無角和種振興公社＞

品種等
出生地及び

飼育地の条件
表示例

国産牛

①和牛

１．黒毛和種

日本国内のみ
「国産和牛」

原産地＋品種

２．褐毛和種

３．日本短角種

４．無角和種

５．上記、品種間の交配による交雑種

６．１～５の品種間の交配による交雑種

②乳用種 日本での飼育期間
が最も長いこと

「国産牛」
③和牛・乳牛の交配種、交雑種、F1

外国産牛

④外国から輸入された外国種
外国での飼育期間
が最も長いこと

「○○産牛」
原産地のみ表示

～生鮮食品の原産地表示について～
　生鮮食品の原産地等の表示についてはＪＡＳ法
（日本農林規格）によって、「名称」と「原産地」
の２点の表示が義務づけられています。
　牛については生きたまま産地を移動し複数の産地
で育成されるため、最も飼養（育成）期間の長い場
所を原産地とすることが基本的な考え方です。
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編集部から

　暦の上では既に秋ですが、まだまだ汗ばむ日が続きま
す。これからは、夜の時間が次第に長くなっていきま
す。夏の暑さに負けていた食欲も元に戻り、夜食もおい
しくいただける季節です。皆様の身近な地域の食材を
使っておいしくニッポンをいただいてみてはいかがで
しょうか。
　今号の表紙の写真は、当機構職員が出張の際に北海道
音更町の牧場で撮影したものです。好奇心の強い仔牛の
生き生きとした表情が納められています。

＜これからの予定＞
◇2012年9月26日（水）alicセミナー
　講師：食の安全・安心財団　事務局長　中村啓一氏
　「食品表示を巡る事情と課題」

◇2012年10月12日（金）　alicセミナー
　alic調査情報部
　「世界の飼料穀物事情」～米国・中国～

◇2012年11月10日（土）、11日（日）
　「平成24年度実りのフェスティバル」への参加

◇2012年11月　alicセミナー
　alic調査情報部
　「世界の飼料穀物事情」
　　　　～アルゼンチン・ウクライナ・豪州～
　（詳細はホームページで順次ご案内いたします。）

次号は2012年11月14日発行です。
　ご意見、ご感想等ございましたらお寄せ下さい。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

＜書籍発刊のご案内＞

「変貌する世界の砂糖需給」

■定価：2,400 円（本体）

■編者：独立行政法人農畜産業振興機構

■発行・問合せ：農林統計出版　03-3511-0058

　近年､大きく変貌する砂糖の国際需給について､主要国を取りあ
げて解説しています｡（書店で直接お求めください｡）
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独立行政法人農畜産業振興機構 古紙配合率100%再生紙を
使用しています

　 独立行政法人農畜産業振興機構（農畜産機構）
〒１０６－８６３５　東京都港区麻布台２－２－１麻布台ビル
TEL　03-3583-8196　FAX　03-3582-3397

alic 
エーリック 

2012

9
月号

離島で肉用牛繁殖経営へ新規参入！（長崎県）

地域の酪農家を支える酪農ヘルパー（北海道）

ひっ迫するアメリカのアルファルファ
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